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文化ふれあい事業

映画鑑賞会「月桃の花」
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●と　　き　8月9日（土）

午後7時から（午後6時30分開場）
●と　こ　ろ　遠賀町中央公民館ホール

●入場整理券　200円（小学生以上）

●申込み　映画鑑賞を希望される人は、7月22

日㈱から、中央公民館および社会教

育課で入場整理券をお求めください。
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●水防信号の種類 
遠賀 �ll、西川等の河川決壊の恐れが生じた場 

合は町内3か所のサイレンで危険度合いをお知 

らせします。 

種類 �巌．∴l調 �サイレン信号 

第 �警戒水位に達したこ とを知らせる �？（5秒） 

信 ‾万一 ��休止（15秒） ？（5秒） 

第 信 �消防機関に属する者 �？（5秒） 休止（6秒） 

全員が出動すべきこ 

7テ �とを知らせる �？（5秒） 

第 倍 �町の区域内に居住す �？（10秒） 休止（5秒） 
る者が水防の応援に 出動すべきことを知 

‾弓“ �らせる �？（10秒） 

第 四 倍 �必要と認める区域内 �？（1分） 休止（5秒） 

の居住者に避難すべ 

‾弓‾ �きことを知らせる �？（1分） 

各地区避難場所一覧表

地区名 �遊　雑　録∴所 
第1遊離場所 �第2避難場所 

島　津 �島津公民館 �第一町民体育館 

若　松 �若松公民館 �第一町民体育館 

鬼　津 �鬼津公民館 �第一町民体育館 

尾　崎 �尾崎公民館 �尾崎公民館 

田園北 �田園南北公民館 �遠賀中学校 

田園南 �田園南北公民館 �遠賀中学校 

千代丸 �千代丸公民館 �通貨中学校 

別　府 �別府公民館 �遠賀中学校 

今古賀 �今古賀公民館 �遠賀中学校 

遠賀川 �遠賀川公民館 �遠賀中学校 

新　町 �新町公民館 �遠賀中学校 

旧　停 �旧停公民館 �遠賀中学校 

広　波 �広波公民館 �遠賀中学校 

道　官 �道官公民館 �遠賀中学校 

中　央 �中央区公民館 �遠賀中学校 

松ノ本 �松ノ本公民館 �遠賀中学校 

上別府 �上別府公民館 �遠賀南中学校 

静光園 �上別府公民館 �遠賀南中学校 

若葉台 �若葉台公民館 �若葉台公民館 

虫生津 �虫生津公民館 �虫生津公民館 

芙　誓 �芙替公民館 �遠賀南中学校 

緑ヶ丘 �東・西公民館 �東・西公民館 

浅　木 �浅木公民館 �遠賀南中学校 

遠賀園 �浅木公民館 �遠賀南中学校 

東和苑 �東和苑公民館 �遠賀南中学校 

木　守 �木守公民館 �遠賀南中学校 

老　良 �老良公民館 �遠賀南中学校 

大
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

町
内
に
は
5
つ
の
危
険
区
域

こ
れ
か
ら
大
雨
・
台
風
の
時
期
を
迎

え
ま
す
が
、
あ
な
た
の
水
害
・
土
砂
災

害
に
対
す
る
備
え
は
万
全
で
す
か
。

町
内
で
は
、
次
の
5
つ
の
地
域
が
危

険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
土
砂
崩
壊

●
鬼
津
・
尾
崎
一
帯

●
別
府
　
（
千
代
丸
）

●
上
別
府
　
（
商
家
・
尾
倉
）

●
虫
生
津
　
（
宗
ケ
谷
）

◇
河
川
い
っ
水

●
別
府
　
（
戸
切
川
）

こ
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩

れ
や
地
滑
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
災
害
は
鴎
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
発
生

し
、
わ
が
家
だ
け
は
安
心
と
楽
観
は
禁

物
で
す
。

ま
た
、
台
風
が
接
近
し
た
ら
、
気
象

情
報
を
聞
く
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
家

の
周
り
の
安
全
点
検
も
行
い
ま
し
ょ

う
○〔

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〕

▽
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が
固
定
さ

れ
て
い
る
か
確
か
め
る
。

▽
瓦
に
ひ
び
、
割
れ
、
は
が
れ
が
な
い

か
。
雨
戸
の
ガ
タ
つ
き
、
ト
タ
ン
の
め

く
れ
が
な
い
か
確
か
め
る
。

▽
商
店
で
は
、
看
板
の
ぐ
ら
つ
き
が
な

い
か
確
か
め
る
。



未来の遠賀町に君の情熱を
G多ララ

遠賀町職員採用試験

一三、・l

●
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
職
員
2
人
、
建
築
技
術
職
員
1
人
、
土
木
技
術
職
員
1
人

（
採
用
予
定
数
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
受
験
資
格

▽
一
般
事
務
職
員
　
昭
和
的
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
弱
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

▽
建
築
技
術
職
員
　
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

▽
土
木
技
術
職
員
　
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
受
験
申
込
書
の
配
布

平
成
9
年
7
月
日
日
　
（
金
）
～
平
成
9
年
8
月
2
0
日
　
（
水
）
　
平
日
午
前
8
時
0
0

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
　
（
土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
配
布
し
ま
せ
ん
。
）

※
郵
便
に
よ
る
請
求
は
、
封
筒
の
表
に
「
一
般
事
務
職
」
・
「
建
築
技
術
職
」
・
「
土

木
技
術
職
」
請
求
と
朱
書
き
し
、
棚
田
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封

筒
　
（
角
2
・
A
4
服
用
）
　
を
必
ず
同
封
し
て
下
さ
い
。

●
第
一
次
試
験

▽
と
き
　
9
月
2
1
日
　
（
日
）
午
前
1
0
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
立
芦
屋
中
学
校

▽
内
容
　
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
専
門
試
験
（
建
築
技
術
職
員
・
土
木
技
術
職
員
）

●
受
験
手
続

▽
受
付
期
間
　
7
月
日
日
　
（
金
）
　
か
ら
8
月
2
0
日
（
水
）
　
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
8
月
2
0
日
　
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
　
（
役
場
人
事
係
で
1
月
日
日
か
ら
交
付
）
　
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
写
真
（
タ
テ
6
0
0
×
ヨ
コ
4
・
5
0
0
）
を
添
え
て
　
（
用
紙
に
貼

ら
ず
に
）
　
役
場
総
務
課
人
事
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
に
よ
る
提
出
は
伽
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
て
先
明
記
の
返
信
用
簡
易
書
留

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
票
の
交
付
　
受
験
申
込
書
を
受
理
し
た
場
合
は
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

●
採
用

最
終
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

●
給
与

初
任
給
は
、
高
校
卒
で
1
5
万
4
千
円
程
度
、
大
学
卒
で
1
8
万
4
千
円
程
度
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

〒
州
－
4
3
　
遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
五
一
一
二

遠
賀
町
役
場
総
務
課
人
事
係
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
　
内
線
2
8
0



生きがLlのある老後を送ろう
遠賀・中間地区老人大学院講座

開講式
6月3日に違費町中央公民館大ホールで、違fi日中間

地区老人大学院講座の開講式がありました。この講座は

遠質郡・中間証に在住する61歳以上の人で、老人大学を

修了した人を対象に行われているもので、本論塵には90

人の皆さんが参加、これから始まる、画調の受5酬こむけ

ての第一歩を踏み出しました。

－ ��軸 
∴　∴＿＿，∴　　　　　「∴∴ �） �鮮／浩 � 

明るLl家庭をつくりましょう
家庭教育学級開講式

6月18日に遠賀町中央公民館大ホールで、平成9年度

家庭教育掌級の開講式が行われました。この家陸教育掌

紋は、家庭教育の活性化を考えながら親としての役割の

，惣誠と、明るく健康でこころ豊かな家庭作りを目指して

いくために閲殺されたもので、受講者の皆さんは、真剣

なまなざしで開校式に参加していました。

藍溺醸窓：鰯　　　　　、， 

（ �闘 
＿　遜漬し ∴÷　　∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 

おおきくなあれママの心と子ともの未来

親子教室開講式
6月18日に遠賀町中央公民館和室で、平成9年度「親

子教室」開講式が行われました。

この「親子教室」は、人間の成蘭ことって大切な時期

といわれる幼児期の「新しい早期教育」を目的として捌

かれたもので、参加者の親子はこれから始まる5か月間

の講習にiIijけての第・夢を踏み出しました，

みんな耀Llていました

伝統芸能部会発表会
5月25帖二道賀田中央公民館で、第2回伝統芸能部会

発表会が行われました。参加者の皆さんは、Hころの練

習の成果を発揮して大正琴や唄、踊りを披露し、会場か

らはたくさんの拍手がおくられていました。

＼＼常 �Si・ ������ � �二五一：証、謡 （ 

／＼掴髄鞘 ／’▼i ：∴∵十一∵ 『－ ����“〇m痢 － �÷TT∵ ：： 十： ∴＼ ＼∴言 霊虹 

流 �， ‾I ∴」 

岡垣町高倉苑の皆さんは大喜び
水辺の広場のあじさいを見学

6月12円に、同封町の老人保健施設高倉苑の皆さん38

人が、達質コミュニティーセンター基の水辺の広場に柿

えられているあじさいの花を見写しました。このあじさ

いの花は、遠賀町老人クラブの皆さんが育てているもの

で、高倉間の皆さんは梅雨の時期にきれいに咲き誇った

このあじさいの花に、とても喜ばれていました。

泌／登豊子∵燭野語調＼誓 �� � � �i“”‾SS 

∴ �／－王 � � �1 一．〈 �） 

i照T 

ヽ �　　「 驚護や痛感 �遊 ���お宮 � 

報国易経≡＿＿＿圭 ���� 

／「



じゃがいもの茎にトマトがなった棚

鬼津の白川さん宅
鬼津の白川さん宅で育てているじゃがいもの茎にト

マトのようなものが実をつけ、ちょっとした話題に

なっています。このじゃがいもは今年の2月、白川さ

んが農協まつりに出かけたときにじゃがいもの種を

買って育てていましたが、このほどトマトのようなも

のが実をつけたので家族はびっくり。子ともさんのH

Iii果歩ちゃんは、「じゃがいもと思っていたのに、ト

マトがなってびっくりした。」と話してくれました。

撃蕎認諾語調　圃

：：：二∴畿
＿＿＿＿＿∴「＝［＿一　　　一

夏を前に水難救助訓練
幼稚園児と母親を対象にした救急

講習会
6月5日にさくらスイミングクラブ遠賀で、遠賀郡

消防本部の救急隊員による救急講習会が行われまし

た。この講習会には遠賀中央幼椎岡の園児やその保護

者たちが参加し、人工呼吸の方法や、着衣水泳の実演

指導が行われました。

運動会シーズン到来
各小学校で運動会

6月1日に、町内の各小学校で大運動会が行わ

れました。児童たちはこの日のために練習を重ね

た成果を発表しました。会場では、元気なわが子

をビデオや写真におさめようと張り切る保護者の

ほほえましい姿が、あちこちで見受けられ、大き

な声援と拍手が送られていました。

∵完∴　一∴：∴ ��「∴∴ 

∴ �∵∴∴． � 

輸、料粗相 1 ＿∴申∵∴ 　† ��言 ′／）、～ ∴∴、∴ニよお 

泥んこになっても楽しい授業
広渡小学校で田植え実習

「うわ一つ、こけちゃった－」「うまくあるけな

いよー」－子どもたちの元気な声が響き渡り

ます。6月16日に広渡小学校で田植え実習が行わ

れました。子どもたちは泥だらけになりながら手

植えによる田植えを体験しました。10月には、児

童たちの手で稲刈りも行われます。実りの秋が待

ち遠しいですね。

∴　∴∴∴∴i 

＼鶏蜂鶏＼謡 

議綴 ��∴∴卜「．∴∴ 
∴ ：．∴∴∴．：I∴∴ �：：雷ゴ∴∴ 

∴一一∴∴∴　∴一一 

窓‾＼〈〉 � �� �f 
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∴∴ ざ＼∴㌻＿： ／ �∴∴ ∴∵一 ∴二‾ �」 蒜霊／÷／ 懇篤 ．：ヽ，i �三、－、 � 

饗繕溺／擾醸薮i＼ 

「ヽ

さわやかな青空のもと　はつらつプレー

遠賀町老人クラブ連合会春期グラウンド
ゴルフ大会
コミュニケーションづくりを目的とした、遠賀町老遵

春期グラウンドゴルフ大会が6月20日、梅雨の晴れ間の

もと遠賀総合運動公園緑の広場で行われました。参加者

の皆さんははつらつとプレーを楽しんでいました。



編集

遠賀町民学習ネットワーク事業
運営委員会

〒811－43遠貰町大字今古賀513番地

中央公民館内℡093（293）1355

∴

自分を再々発見

辞　してみませんか

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
と
は
何
で
し
ょ
う

答
　
「
何
か
を
身
に
つ
け
た
い
。
学
び
た
い
。
」
と
思
わ
れ
る
あ
な
た
に
指
導
者
・
場
所

内
容
等
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

事
務
局
は
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

学
習
グ
ル
ー
プ
紹
介
2

千
代
丸
区
を
中
心
の
書
道
学
習
グ
ル
ー

プ
一
千
代
九
会
一
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

場
　
所
　
　
　
千
代
丸
公
民
館

会
　
員
　
　
　
九
名

回
数
と
曜
日
　
月
2
回
　
月
曜
日

（
第
2
・
第
4
）

時
　
間
　
　
　
十
三
時
半
－
十
五
時
半

有
志
指
導
者
　
小
川
文
彦
様

会
場
に
は
い
る
と
、
誰
も
い
な
い
よ
う

な
静
け
さ
と
毛
筆
の
動
き
と
其
剣
な
雰
囲

気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
話
か
け
る
の
を

心
配
す
る
は
と
で
し
た
。

丁
度
、
秋
の
文
化
祭
出
品
を
め
ざ
し
て

徳
川
家
康
遺
訓
を
画
仙
紙
半
新
二
分
一
に

練
習
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

代
表
者
の
安
増
照
子
さ
ん
か
ら
聞
き
ま

すと、①
先
生
は

。
よ
く
面
倒
を
み
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。
習
字
だ
け
で
な
く
、
字
の
由
来
か

ら
歴
史
ま
で
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

②
全
員
気
心
が
し
れ
て
、
楽
し
く
勉
強

し
て
い
ま
す
。

と
の
こ
と
。
書
道
た
け
で
な
く
、
種
々
な

学
習
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
千
代
九
の
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
か

ら
公
民
館
の
使
用
料
は
い
ら
な
い
と
の
館

長
さ
ん
の
計
ら
い
で
助
か
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

指
導
者
の
小
川
先
年
か
ら
は
　
「
平
成
五

年
十
二
月
千
代
丸
地
区
の
要
望
に
よ
り
開

設
さ
れ
た
。
三
年
を
経
て
連
帯
感
が
非
常

に
強
く
、
現
在
は
ま
と
ま
っ
た
作
品
づ
く

り
に
意
欲
が
出
て
楽
し
い
雰
囲
気
が
、
か

も
し
出
さ
れ
て
、
指
導
す
る
者
と
し
て
生

き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

学
習
グ
ル
ー
プ
全
員
が
、
先
生
に
感
謝

し
て
い
ま
し
た
し
、
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
」
閉
級
式

遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

一
つ
、
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
」
　
の

（
着
付
け
）
　
閉
級
式
が
あ
り
ま
し
た
。

場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

月
　
日
　
七
月
五
日
（
土
）

指
導
者
　
吉
村
和
子
氏

早
い
も
の
で
十
回
の
学
習
が
終
わ
り
ま

した。

内
容
は
着
付
け
方
と
半
巾
帯
の
結
び

方
、
名
古
屋
帯
の
結
び
方
、
袋
帯
の
結
び

方
で
し
た
。

学
級
生
の
皆
さ
ん
は
毎
回
自
宅
か
ら
着

物
を
持
参
、
楽
し
そ
う
に
着
た
り
脱
い
た

り
、
指
導
者
の
指
示
で
帯
を
結
ん
だ
り
解

い
た
り
満
足
そ
う
で
し
た
。

吉
村
先
生
は
、
着
付
け
に
は
悪
い
六
月

に
皆
さ
ん
は
よ
く
頑
張
ら
れ
ま
し
た
と
誉

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

時
期
を
み
て
、
自
主
的
学
習
グ
ル
ー
プ

活
動
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。



－‘‘学習なかざ，との出会い－　　　　・97，7，10①

謁鵡顔穆画鯵

醍露覇

「＼

平成9年6月18日より有志指導者として名簿に登録された

方々です。町民の皆様にお知らせいたします。

遠貰町民学習ネットワーク事業有志指導者名簿
平成9年6月16日（敬称略）

ML �指導項目 �指導者氏名 

1、家庭強活・日常生活 

l �お　菓子作　り �矢島　昭子 

2 �渚　　付　　け �吉村　利子 

3 �着　　付　　け �北原麻須美 

4 �編　　み　　物 �柳野エミ子 

15 �アートフラワー �竹内　康子 

6 �趣　味　の　園　芸 �松本　　隆 

7 �盆　　　　　　栽 �矢野　隆好 

8 �庭木の手入れ �内之倉益徳 

9 �救　　急　　法 �奥村　弘子 

2、教護 

1 �伝　統　俳　句 �安部　紫流 

2 �簿　　　　　記 �田中　婿人 

3、趣味 

1 �毛簿習字かな �丸井　綺子 

2 �〃　　　　　　　′ク �古賀　徳次 

3 �〃　　　　　　　ノ， �松尾　福治 

4 �：千　　　　　　　言 �今井　幸子 

5 �〃　　漢字 �今井　秀面 

6 �：’　　　　　　　∵ �今井　幸子 

7 �ノク　　　　　　　ク �小用　文彦 

8 �ペ　ン　習　字 �松尾　福治 

9． �ノン �今井　幸子 

10 � �橘　三喜美 

11 �茶　　　　　　道 �永島　妙子 

12 �華　　　　　　道 �福田　幸子 

13 �日　　　　　　舞 �ノク 

）も �指導項目 �指導者氏名 

14 �詩　　　　　　吟 �江顕　　実 

15 �lク �小用　文彦 

16 �民　　　　　　謡 �街藤藤登志 

17 �民謡と三味線 �益河　弥聖 

18 �カ　ラ　オ　ケ �豊山　穣一 

19 �∴ �古賀　孝美 

20 �尺　　　　　　八 �稗田　忠義 

21 �社　交　ダ　ン　ス �衛藤　　勇 

22 �ケ �神谷　墳美 

23 �’： �泉原ノリ子 

24 �わ　ら　細　工 �杉　　　明 

25 �竹　　細　　工 �ク 

26 �わ　ら　細　工 �峯　　光貞 

27 �竹　　細　　工 �∴ 

28 �粘　土　工　芸 �五本恵美子 

29 �紙　　作　　り �岩見　倉雄 

30 �居　　合　　道 �中田　租借 

31 �日　本刀　鑑定 �松本　　隆 

4、伝承文化 

1 �郷　土　民　話 �古野　千年 

2 �郷　土　歴　史 �′： 

5、スポーツ・レクリエーション 

1 �スポーツ全般 �山本　辰雄 

2 �テ　　　ニ　　　ス �山田　正義 

学習項目　　33項目

有志指淳者　37人

生
涯
学
習
関
係
講
座
が
開
講
中
、
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
（
場
所
英
公
民
館
家
庭
警
義
は
合
小
義
と
中
央
公
民
館
）



くらしの

固定資産税（2期）

国民健康保険税（1期）

7月16日～7月31日

役場293－1234

航空自衛隊
芦屋基地盆踊り

大会を行います
●とき

8月6日的

午後6時～9時30分

（基地正門、東門解放）

雨天順延8月7日㈱

ところ

航空自衛隊
芦屋基地内中央グラウンド

その他

夜店もたくさん出
ています。

／㌻

●
　
　
　
　
　
●

9
か
月
児
健
康
診
蜜

が
　
あ
　
り
　
ま
　
す

●
と
き
　
1
月
1
7
日
　
（
木
）
　
〔
受
付
＝

午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
4
0
分
〕

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
9
か
月
－
1
0
か
月
児

（
平
成
8
年
9
月
1
日
か
ら
1
0
月
3
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
）

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
・
栄
義
士
に
よ
る
保
健

指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
診
査
票

●
粗
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ます。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

国
民
健
康
保
険
穏
限
度

額
の
改
正
は
つ
い
て

平
成
9
年
度
よ
り
賦
課
限
度
額
　
（
年

税
額
）
　
が
五
十
二
万
円
か
ら
五
十
三
万

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
低
中
堅
所
得
者
層
と
高
所

得
者
層
と
の
税
負
担
の
公
平
を
図
る
た

め
の
も
の
で
す
。

●
と
き
　
8
月
6
日
　
（
水
）
　
午
前
1
0
時

－
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ー
パ
ー
プ
ラ
ザ
　
ア

リ
ー
ナ
棟
大
ホ
ー
ル
　
（
春
日
市
原
町

三
丁
目
一
－
七
）

●
参
加
対
象
　
社
会
福
祉
施
設
へ
の
就

職
希
望
者
お
よ
び
学
校
の
進
路
指
導

者
●
参
加
方
法
　
参
加
申
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
定
員
が
千

人
で
す
の
で
入
場
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会
　
℡
0
9
2
　
（
5
8
4
）
　
3
3

1

0

「
物
価
を
考
え
る
通
信

講
座
」
受
話
者
募
集

野
菜
や
肉
の
値
段
が
高
く
な
っ
た
、

公
共
料
金
が
上
が
っ
た
な
ど
、
私
た
ち

は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
値
動
き
だ
け
に

と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
。
経
済
の
し
く
み

と
価
格
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の

か
、
価
格
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
か

な
ど
、
物
価
問
題
に
つ
い
て
体
系
的
に

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
8
月
－
1
0
月
の
3
か
月
間

（
開
講
式
を
1
月
0
0
日
に
、
修
了
式
・

ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
日
月
上
旬
に
実
施

予
定
。
参
加
は
自
由
）

●
応
募
対
象
　
1
8
歳
以
上
の
県
内
在
住

の
人

●
募
集
人
数
　
七
十
人
　
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
無
料
　
（
交
通
費
・
切
手
代
は

自
己
負
担
）

●
申
込
方
法
　
は
が
き
に
「
通
信
講
座

受
講
希
望
」
と
書
き
、
①
名
前
②
年

齢
③
住
所
④
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
1
月
2
3
日
　
（
水
）
　
必
着
で
。

●
申
込
先
　
〒
8
1
2
－
7
7
　
（
住
所
は
記
入

不
要
）
　
福
岡
県
消
費
生
活
課
物
価
流

通
係
ま
で
　
℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）

3

8

6

4

福
岡
県
人
材
リ
タ
ー
ン

合
同
企
業
面
談
会
が

あ
り
ま
す

県
内
に
U
タ
ー
ン
を
希
望
さ
れ
る
人

と
、
地
元
企
業
採
用
担
当
者
と
の
面
談

会
で
す
。

〔
福
岡
会
場
〕

●
と
き
　
8
月
1
2
日
　
（
火
）
　
正
午
－
午

後
4
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

人
階
　
A
ホ
ー
ル
　
（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
前
ニ
ー
十
－
十
九
）

〔
北
九
州
会
場
〕

●
と
き
　
8
月
1
4
日
　
（
木
）
　
正
午
－
午

後
4
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
国
際
会
議
場
　
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
　
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
浅
野
三
－
九
－
三
十
）

※
当
日
は
履
歴
書
（
職
務
経
歴
書
）
　
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
福

岡
県
労
働
部
職
業
安
定
課
若
年
者
雇

用
対
策
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

内

線

3

1

3

4

遠
賀
川
河
口
せ
き
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

建
設
省
遠
賀
川
工
事
事
務
所
で
は
、

流
域
の
皆
さ
ん
に
河
口
せ
き
の
役
割
に

つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

遠
賀
川
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

楽
し
い
見
学
会
　
（
一
般
開
放
）
　
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

河
口
せ
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
1
月
2
6
日
　
（
土
）
　
午
前
1
0
時

～
午
後
5
時
　
夜
は
芦
屋
町
花
火
大

会
が
近
く
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

●
と
こ
ろ
　
建
設
省
遠
賀
川
河
口
せ
き

管
理
支
所
　
（
水
巻
町
大
字
猪
熊
十
丁

目
七
－
一
）

●
問
い
合
わ
せ
　
同
支
所
　
℡
　
（
2
0

1

）

　

1

6

1

5



三原匡貴ちゃん（鬼窪）

パパからのメッセージ

最近、どんどん言葉を覚

えるので、会社から帰って

新しい言葉を聞くのか楽し

みです。

もう少したくさん食べ

て、大きな病気やケガをせ

ず、健康に育ってね。

松田征也ちゃん（広波〉
平成7年7月4日生まれ

「‾∵∵‾　＼／／（‾‾‾‾‾‾‾　‾1

ママからのメッセージ

今まで二人のお兄ちゃん

に可愛かってもらってた征

也くんに今年4月に妹がで

きお兄ちゃんになった征也

くん。これからは、妹の玲

奈ちゃんを可愛がってあげ

てネ！／

一一年

普
通
救
命
講
習
を

開
催
し
ま
す

救
急
・
救
命
技
能
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
普
通
救
命
講
習
」
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
修
了
者
に
は
、
普

通
救
命
講
習
修
了
証
を
交
付
い
た
し
ま

す。
特
に
普
通
救
命
講
習
修
了
証
の
交
付

を
受
け
ら
れ
て
二
年
を
経
過
さ
れ
た
人

は
、
再
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
〟
と
麦
）

◇
一
回
日
　
1
月
2
6
日
　
（
土
）
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で

◇
二
回
目
　
1
月
2
7
日
　
（
日
）
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で

ど
ち
ら
も
定
員
は
一
．
．
十
人
で
す
。

●
と
こ
ろ
　
遠
織
部
消
防
本
部
　
三
隅

訓
練
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消

防
本
部
∴
聾
防
諜
啓
砺
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
4

福
岡
厚
生
年
金
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
屋
外
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー
ル
に
で
か
け
ま
せ
ん
か

●
と
き
　
1
月
1
9
日
　
（
土
）
－
8
月
3
1

日
　
（
H
）
　
午
前
9
時
0
0
分
－
午
後
5

時
●
と
こ
ろ
　
福
岡
厚
生
年
金
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
宗
像
郡
福
間
町
四
五
六

〇
－
二
）

●
施
設
概
要
　
ス
カ
イ
ボ
ン
ト
、
サ
ー

フ
ヒ
ル
、
児
童
プ
ー
ル
、
ウ
オ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
、
流
水
プ
ー
ル
、
室
内

二
五
M
プ
ー
ル
　
（
高
校
生
以
上
、

キ
ャ
ッ
プ
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
）

●
料
金
　
大
人
　
（
中
学
生
以
上
）
　
六
百

円
、
小
人
　
（
3
歳
児
以
上
）
　
三
百
円

●
問
い
合
わ
せ
　
当
セ
ン
タ
ー

℡

0

9

4

0

　

（

4

2

）

　

2

1

0

5

※
I
R
福
間
駅
か
ら
無
料
送
迎
ハ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
1
月
1
9
日
　
（
土
）
　
に

つ
い
て
は
、
平
日
無
料
招
待
券
を
配

布
し
ま
す
。

ア
ク
シ
オ
ン
福
岡
を

ご

存

じ

で

す

か

福
岡
空
港
椴
の
小
高
い
丘
の
上
に
巨

大
な
亀
の
甲
羅
と
、
ア
ル
マ
ジ
ロ
を
連

想
す
る
よ
う
な
建
物
が
そ
び
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
ア
ク
シ
オ
ン
福
岡
　
（
福
岡

県
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
博
報
セ
ン
タ
ー
）

で
、
六
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
ま

す。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
で
き
る
施
設
で
す
の
で
皆
様
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
ア
ク
シ
オ
ン
福
岡

（
福
岡
県
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
情
報
セ
ン

タ
ー
）
　
　
℡
0
9
2
　
（
6
1
1
）
　
1

扇
風
機
は
使
用
前
に

必
ず
自
己
点
検
を

扇
風
機
が
活
躍
す
る
季
節
。
安
全
に

使
う
た
め
、
十
分
な
点
検
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
羽
根
の
回
転
や
、
モ
ー
タ
ー

部
の
熱
、
こ
オ
ィ
、
音
な
ど
に
以
上
が

あ
っ
た
ら
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク
を
。
プ
ラ

グ
が
抜
け
て
い
な
い
か
、
タ
イ
マ
ー
ツ

マ
ミ
が
「
切
」
　
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

ガ
ー
ド
が
変
形
し
て
い
な
い
か
、
ガ
ー

ド
や
羽
根
の
取
り
付
け
が
ゆ
る
ん
で
い

な
い
か
な
と
。
そ
れ
で
も
異
常
が
あ
れ

ば
、
発
煙
・
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
す
ぐ
に
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
使
用

を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
再
使
用
の
際

に
は
必
ず
販
売
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ

防
衛
庁
職
員
を

募
集
し
ま
す

●
採
用
予
定
職
種
　
栄
義
士
一
人

●
応
募
資
格
　
5
0
歳
以
下
　
（
平
成
9
年

1
0
月
1
日
現
在
）
　
で
栄
嚢
士
免
許
保

有
者

●
採
用
予
定
日
　
平
成
9
年
1
0
月
1
日

（水）

●
勤
務
先
　
航
空
自
衛
隊
第
三
術
科
学

校
（
芦
屋
基
地
）

●
給
与
　
十
五
万
千
七
百
円
　
（
短
大
卒

2
0
歳
）
　
経
験
・
年
給
に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
す
。

●
申
込
先
　
航
空
自
衛
隊
第
三
術
科
学

校
　
総
務
課
人
事
班
　
（
〒
醐
I
O
l

遠
賀
郡
芦
屋
町
芦
屋
一
四
五
五
－
．
）

●
受
付
期
間
　
1
月
2
5
日
　
（
金
）
　
ま
で

●
提
出
書
類
　
航
空
自
衛
隊
事
務
官
等

採
用
申
込
喜
二
部
　
（
写
真
貼
付
）
、

返
信
用
封
筒
一
遇
、
受
験
用
写
真

●
試
験
日
　
1
月
3
1
日
　
（
木
）

●
場
所
　
航
空
自
衛
隊
第
三
術
神
学
校

（
芦
屋
基
地
）

●
試
験
科
目
　
教
養
　
（
筆
記
）
　
試
験
、

口
述
試
験
、
身
体
検
査

※
詳
し
く
は
、
航
空
自
衛
隊
第
三
術
科

学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1

消
防
設
備
点
検
資
格

者
講
習
が
あ
り
ま
す

●
講
習
種
類
・
と
き

◇
第
1
種
　
8
月
2
6
日
～
2
8
H

◇
第
2
種
　
9
月
2
日
－
4
日

●
と
こ
ろ
　
福
間
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
凱
i
良
区
市
道
浜
．
－
∴
I
三
）

●
申
請
書
提
出
先
お
よ
び
期
間

㈱
福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
〒
8
1
0
　
福
間
市
中
央
区
舞
鶴
三
－
九

－七）1
月
2
2
日
－
8
月
8
日
　
（
持
参
ま
た

は
郵
送
）

●
そ
の
他
　
詳
し
く
は
遠
賀
郡
消
防
本

部
予
防
課
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2

5
　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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障害基礎年金の現況屈 

ぁなたが受けている闇窯琴です　窃翻 

：∴：∴一一　　　三 
0000　000000　年金コード　●●○○ 
この年金種別が「26」「63」となっている障害基礎年　　　　現況届の用紙は、61j上旬に社会保険事務所から直接、 

金を受けている人は、現況届を7月中に、役場I捕保年金　　　本人に郵送されています。鷹害の程度を確かめる必要の 

係に必ず提出してください。提出が遅れると年金の支払　　　ある人には、現況届の用紙といっしょに診断＝書の用紙が 

いが一時ストップされます。ご注憩ください。　　　　　　　送られてきます。7月中にi刺剛こ診断皆を葺いてもらっ 

また、施設に入所されている人などで現住所と住民票　　　て、現況眉といっしょに国保年金係に提出してください。 

の住所が違っている人は、早めに国保年金係へご相談く　　　　現況届を記入されるときは、同封の「国民年金受給者 

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のしおり」をよく読んで参考にしてください。 

詳しくは国保年金係へお尋ねください 

塚　i 
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遠　澄　や　る　た池 賀　る　貴　賓　だ田 �俳 奏 �抱が　柴こ　しは　ろ砺　ぐく　河 で部　のゆ　若　こえ　わ盛中 
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全
国
海
難
防
止
強
調

運
動
が
行
わ
れ
ま
す

●
運
動
期
間
　
1
月
1
6
日
～
1
月
3
1
日

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
』

●
平
成
9
年
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ

『
船
舶
の
点
検
』
と
『
見
張
り
の
励
行
』

園
田
回
国

さ
て
い
よ
い
よ
夏
休
み
。
こ
と
し
の

更
は
、
ど
こ
へ
い
こ
う
が
と
計
画
を
だ

て
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
わ

が
役
場
で
も
、
夏
は
特
別
休
暇
と
し
て

連
続
三
日
間
の
休
み
が
と
れ
ま
す
。
私

も
今
年
は
ど
こ
へ
い
こ
う
か
、
と
思
案

し
て
い
る
今
日
こ
の
こ
ろ
で
す
。
社
会

人
と
な
っ
た
今
、
な
か
な
か
連
続
休
暇

が
と
れ
な
く
て
、
遠
出
が
で
き
る
の
は

こ
の
時
期
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
名
古
屋
に
い
っ
て
き
ま
し

た
。
名
古
屋
だ
っ
た
ら
新
幹
線
で
一
両

線
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
は
途
中
、

姫
路
で
降
り
て
普
通
列
車
で
名
古
屋
に

向
か
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
な
か
な
か
面

白
い
。
列
車
の
中
は
関
西
弁
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
る
と
ほ
ん

と
お
も
ろ
い
わ
ー
。
と
い
い
た
く
な
り

ま
す
。
「
さ
っ
き
い
う
た
や
ん
か
ー
。

今
日
あ
つ
い
わ
ー
ほ
ん
ま
に
。
」
と
い

う
具
合
で
す
。
列
車
が
京
都
に
近
づ
く

と
　
「
駅
で
待
っ
て
は
り
ま
す
－
。
が
ん

に
ん
ど
す
ー
。
」
と
京
都
弁
に
変
わ
り

ま
す
。
そ
し
て
目
的
地
名
古
屋
に
近
づ

く
と
、
「
お
み
ゃ
－
、
今
日
眠
そ
う
だ

に
ゃ
ー
」
と
い
う
具
合
で
と
っ
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
も
時
間
が
あ
れ
ば
、
一
度
見

知
ら
ぬ
土
地
で
、
普
通
列
車
に
乗
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
と
っ
て
も
だ
の
し
い
で

すよ－。


